ら すぐに 母の いるえん 先へ まわった。 

「ぉッ 母さん、 追い出されて きました」 

省 作 は 笑いながら そういって、 えん 側へ 上がる。 母 

は 手の 物 を 置いて、 眼鏡 越しに 省 作の 顔を視 つめな が 

ら、 

「そら まあ 」 

驚いた 母 はすぐ にあとの ことばが 出ぬ らしい。 省 作 

はかえ つて、 母に 逢ったら 元 気づいた。 これで 見る と、 

はんもん 

省 作 も 出て くるまでに は、 いくばくの 煩悶 をしたら し 

ヽ o 

レ 

「ぉッ 母さん、 着物 は どこです、 わたしの 着物 は」 



省 作 は 立った まま 座敷の 中 をう ろうろ 歩いて る。 

「おれが 今 見て あげる けど、 お前な にか 着替も 持って 

来なかった かい」 

ふろし きづ つ 

「そうさ、 また 男が 屈呂敷 包みなん か 持って 歩け ます 

ゝ ヽ I 

力 レ」 

「困った な あ」 

省 作 は 出して もらった 着物 を 引っ掛け、 兵児帯の ぐ 

るぐ る 巻きで、 そこへ そのまま 寝転ぶ。 母 は 省 作の 脱 

えもん だけ 

いだ やつ を 衣紋 竹に かける。 

「ぉッ 母さん、 茶で も 入れべ い。 とんだ ことした、 菓 

子 買って くれば よかった」 



みさえ すれば、 おとよ の 事 は 自然 忘れる であろうと 思 

いこんで、 母 はた だ 省 作 を 深 田の 方へ やって 置きたい 

の だ。 

う-ち 

「お前 も 知 つ てのと お リ深田 はおら 家な どよりか 

身上 もずつ とよい し、 それで 旧家で は あるし、 おつね 

さんだつて、 あのと おり 十人並み 以上な 娘 じ やない か。 

女親が 少し むずかし や だとい う 評判 だけど、 そのむ ず 

かしい という 人が たいへん お前 を 気に入つ てた つての 

こんもう 

懇望で できた 縁談 だもの、 いられる も いられな いもな 

いはず だ。 人 は みんな 省 作さん は 仕 合せ だ 仕 合せ だと 

言って る、 何が 不足で 厭に なった というの かい。 我儘 



の 毒 だとい う 場合に は、 多くの 人が さも 心持ちよ さそ 

うに 面白く 興がって 噂す るので ある。 あんまり 仕 合せ 

がよ いという ので、 小面 憎く 思った 輩 はいかに も 面 

白い 話が できた ように 話して いる。 村の 酒屋へ 瞽女 を 

留めた 夜の 話 だ。 瞽女の 唄が 済んで から は 省 作の 噂で 

持ち切った。 

「省 作が いったい よくない。 一方の 女 を 思い切らない 

で、 人の 婿になる ち は 犬の 不徳義 だ、 不都合 きわまつ 

た 話 だ。 婿 をと る 側に なって みたまえ、 こんな こと さ 

たま 

れて堪 る もんか」 

びいき 

ザ J う 言う の は 深 田 蟁属の 連中 だ 。 



「そうでな いさ、 省 作 だって 婿になる と 決心した 時に 

は、 おとよ の 事 は あきらめて いたにき まって る さ。 第 

一省 作が 婿になる 時に や、 おとよ はま だ 清 六の 所に い 

たじ やない か。 深 田 も 懇望して もらった 以上 は、 そん 

な 過ぎ去った 噂なん ぞに心 動かさないで 大事に してや 

れば、 省 作 は 決して 深 田の 家 を 去る ので はない。 だか 

ら あり や 深 田の 方が 悪い の だ。 何も 省 作に 不徳義な ザ J 

たない」 

びいき 

これ は 小手 貝 顯属の 言う ところ だ。 

「えい も 悪い もない、 やっぱり 縁の ない の だよ。 省 作 

だって、 身上 はよ し、 おつね さん は 憎くなかった の だ 



さんが 出た あとで 三日 寝て いたつ ち 話 だ。 わたし や ほ 

んと におつ ねさん がか わい そうだ わ、 省さん はほんと 

こ 曽ヽ， 'や」 

これ は 女 側から 出た 声 だ。 

「なんだい べらぼう、 ほめ るん やらく さすん やら、 お 

気の毒 さま、 手が とどかな いや。 省さん ほんと に 憎い 

や、 もね いもんだ」 

「そんなに 言うな い。 おはまさん なんか かわいそうな 

あい あわれ 

所が あるんだ ァな、 同病 相憐 むと いうん じ やねい か、 

入、、、、、」 

「あん 畜生、 ほんと にぶち のめして やりたい な」 



なか かがみ ど 

中し きりの 鏡 戸に、 ずんずん 足音 響かせて はや 仕事 

着の 兄が やって きた。 

ちぐら 

r ゥン 起きた か 省 作、 えい 加減に して 土竜の 芸当 はや 

めろ い。 今日はな、 種 井 を 浚う から 手伝え。 くよくよ 

するな い、 男らしく もね い」 

兄の ことばの 終わらぬ うちに 省 作 は 素足で 庭へ 飛び 

降りた。 

もみだね 

彼岸が くれば 籾 種 を 種 井の 池に 浸す。 種 浸す 前に 必 

ず 種 井の 水 を 汲み ほして 掃除 をせ ねばならぬ。 これ は 

ほとんど この 地の 習慣で、 一 つの 年中行事 になって る。 

二月に 入れば よい 日 を 見て 種 井 浚い を やる。 その 夜 は 



茶飯ぐ らい こしらえて 酒の 一 升 も 買う とき まって る。 

てぞろ 

今日は 珍しく おはま 満 蔵と 兄と 四 人手 揃いで 働いた 

から、 家 じゅう 愉快に 働いた。 この 晚兄 はいつ もより 

酒 を 過 > してる。 

「省 作、 今夜 はお 前 も 一杯 やれい。 おら これで もお 前 

に 同情して る ど、 ゥム 人間 はな、 どんな 事が あっても 

元気 をお としち やい けない、 なんでも 人間の 事 は 元気 

一 つの もんだ よ」 

「兄さん、 これで わたし だって 元気が あります」 

「ァ ハヽヽ ヽヽヽ そうか、 よし 一杯 つげ」 

省 作 も 今日は 例の 穏やかな 顔に 活気が みちて るの だ _ 



おとよ の 家の 裏まで ゆく 約束が あるので ある。 

二 

女の 念力な どい うこと、 昔より いってる 事で あるが 

そういう こと も 全くない ものと はい われん ようで ある- 

おとよ は 省 作と 自分と 二人の 境遇 を、 つくづくと 考 

しょせん あきら 

えた 上に 所詮 余儀ない ものと 諦め、 省 作 を 手 離して 

深 田へ 養子に やり、 いよいよ 別れと いう 時には、 省 作 

の 手に 涙 を ふりそそいで、 

「こうして 諦めて 別れた 以上 は、 わたしの こと は 思い 



も、 もう 思うまい もう 思うまい と、 、七に もがいて いる 

の だけれ ど、 いくら もがいても だめな ので ある。 

「わたし はま あ、 しょうがな いな あ、 どうし たらえん 

だろ、 ほんと にしよう がない な」 

ためいき 

人 さえい なければ そうい つ て 溜 息をつく の は 夜ごと 

日 ごとの ことで ある。 さりと てよ そ 目に 見た おとよ は 

うちそと 

元気よ く 内外の 人と 世間話 もす る。 人が 笑えば 共に 笑 

いもす る。 胸に 屈託の ある そぶり は ほとんど 見えない _ 

うわさ 

近所 隣へ いった 時、 たまに 省 作の 噂な ど 出た とてお 

とよ は 色 も 動かし やしない。 かえってお とよさん は 薄 

ar だね いなど 蔭 言 を 聞く くら い であ つ た。 それゆえお 



しても よく 笑う。 よく 笑う けれど それ は 真からの 笑い 

うれ 

ではない。 ただお はまが 来た 時にば かり、 真に 嬉し そ 

うな 笑い を 見せる。 それ はどうい うわけ かと 聞かな く 

て も 解ろう。 それでお はまが 帰る 時には、 どうかす る 

と 涙 を 落す ことがある。 

それならば おはま を 捕えて、 省 作の 話ば かりす るか 

と 見る に 決してそう でもない。 省 作の 話 はむしろ あま 

リ したがらない。 いつでも 少し 立ち入った 話になる と 

もうお よしと 言つ てし まう。 直接に は 決して 自分の 心 

持ち を 言わない。 また 省 作の 心 を 聞こうと もせぬ。 そ 

の 癖、 省 作の 事に ついては ffi かな 事にまで 想像 以外に 



一 緒になる 目的 を もって 清 六の 家 を 去れば よかった。 

そうすれば 省 作 も 人の 養子な どに いく 必要 もな く、 

無垢な 少女お つね を 泣かせず にも 済んだ の だ。 この 解 

り 切った 事 を、 そうさせな いのが 今の 社会で ある。 社 

おも 、_ のま.？" 

会と いう もの は 意 外ば かなこと を やって いる。 自分 

がその 拘束に 苦しみ 切って いながら、 依然として 他 を 

拘束し つ つ ある。 

うわさ 

土屋の 家で は、 省 作に 対する おとよ の 噂 も、 いつの 



とめた。 九十 九 里の 波の 遠音 は、 こういう 静かな 夜に 

ねむ 

も、 どう— どう— どう— どう 1- と 多くの 人の 睡リを ゆ 

すりつつ 鳴る ので ある。 さすがに おとよ は 落ちつき か 

ためいき 

ね、 われ 知らず 溜 息をつく。 

「おとよ さん」 

一 こえき わめて 幽かながら 紛 るべ くも あらぬ その 人 

である。 同時に 枝 折 戸 は 押された。 省 作 は 俄かに 寒け 

だって わな わなす る。 おとよ も 同じように 身顫 いが 出 

る。 這般の 消息 は 解し 得る 人の 推諒 に 任せる。 

「寒い ことね い」 

「待った でしよう」 



思う さま 泣かし て くだ さ い 」 

しどろ もどろ におと よは 声 を 呑む ので ある。 省 作 は 

とうとう 一 語 も 言い 得ない。 

悲しく つらく 玉の緒 も 断えん ばかりに 危 かりし 悲 

惨 を 免れて 僅かに 安全の 地に、 なつかしい 人に 出逢う 

あ-^ - 

た 心持ちであろう。 限りなき 嬉し さの 胸に 溢れる と 等 

しく、 過去の 悲惨と 烈しき 対照 を 起こし、 悲喜の 感情 

相 混交して 激越 をき わ むれば、 だれでも 泣く より ほか 

はなかろう。 

相思の 情 を 遂げた とか 恋 の 満足 を 得た とかい う 意味 

の 恋 は そもそも 恋の 浅薄なる ものである。 恋の 悲しみ 



て 一 度に 泣き 流した のです から あとの 愉快 さは 筆に は 

つくせません、 これ はおとよ さん も 同じ ことでしょう- 

昨夜お とよさん に 別れて 帰る さの 愉快 は、 まるで 体が 

宙を 舞って 流れる ような 思いでした。 今でも まだ 体が 

ふわ ふわ 浮い てるような 思いで おります。 わたしの よ 

うな 仕 合せな もの はない と 思う と 嬉しくて 嬉しくて 堪 

りません。 

これから 先 どういう ふうに して 二人が 一 緒になる か 

の 相談 はいずれ また 逢っての 上に しましょう。 あなた 

よろこ 

を悦 ばせ ようと 申した 事 は、 母 や 姉 は 随分 不承知な 

ようです が、 肝心な 兄 は、 「お前 はおとよ さんと 一 緒に 



がたいお 兄 様のお ことば、 あなた さまの 方 は それで 安 

心が できます。 

わたしの 考えに は 深 田の 手前 秋 葉 (清 六の 家) の 手 

前 あなたのお 家に しても わたしの 家に しても、 私 ども 

二人が 見すぼらしい 暮しを 近所に してお つたで は、 何 

分 世間が 悪いで しょう、 して 見れば 二人 はどうしても 

故郷 を 出 退く ほかない と 思います。 精し く はお 目に か 

かっての 事です が、 東京へ 出る がよ いかと 思います。 

それにつ けても わたしの 家です が、 御 承知のと おり 

おやじ 

親父 はまこと に 片意地の 人です から、 とても わたしの 

言う ことな ど は 聞いて くれそう も ありませ ぬ。 それに 



昨今 どうやら わたしの 縁談ば なしが ある 様子に 見え ま 

す。 また 間違いの 起こらぬ うちに 早くと いうよう な 事 

を ちらと 聞きました、 なんという 情けない 事でしょう _ 

省さん が 一 人の 時分に はわた しに 相手が あり、 わたし 

が 一 人に なれば 省さん に 相手が ある、 今度よう やく 二 

人が こうと 思えば、 すぐに わたしの 縁談、 わたし は 身 

も 世 も あらぬ 思い、 生きた 心はありません。 

けれども 省 様、 この 上 どのような 事が あろうと わた 

しの 覚悟 は 動き ませぬ。 体 はよ し 手と 足と 一つ一つに 

ちぎり とらる ると も わたしの 心 は あなた を 離れ ませぬ _ 

こうは 覚悟して います ものの、 いよいよ 二人 一緒に 



て 家 を 出て しまった、 人が 仲裁して 親 はかえ すと いう 

に 今度 は 婿の 方で 帰らぬ というと か、 某の 娘 は 他国 か 

ら 稼ぎに 来て る 男と 馴れ合って 逃げ出す 所 を 村界 で 

兄に 抑えられた とか、 小さな 村に 話の種が 二つ もで き 

たので、 もとより 浮気なら ぬ 省 作お とよの 恋 話 も、 新 

しい 話に 入り かわって しまった。 

六 

さんご じゅがき ふき とう 

珊瑚 樹 垣の 根に は 藤の 薹が 無 邪気 に 伸びて 花 を 咲き 

くまど 

かけて いる。 外の 小^に は ところどころ 隈取り を 作つ 



おとよ は 平生で も 両親に 叮 # な 人 だ、 ことに 今日は 

話が 話と 思う ものから 一 層 改まって、 畳 二 畳 半ば かり 

したん くた に ねごろ 

隔てて 父の 前に 座した。 紫檀の 盆に 九 谷の 茶器 根 来の 

菓子器、 念入りの 客な こと は 聞かな くと も 解る。 母 も 

うつむ 

座に おって 茶 を 入れ 直して いる。 おとよ は 少し 俯向き 

ひざ 

になって 膝の 上の 手 を 見詰めて いる。 平生 顔の 色な ど 

変える 人で はない けれど、 今日は さすがに 包み かねて、 

顔に 血の気が 失せ ほとんど 白蠟の ごとき 色に な つ た。 

自分 ひとりで 勝手な 考えば かりして る 父 はおとよ の 

みとが 

顔色な どに 気 はっかぬ、 さすがに 母 は 見咎めた。 



心の 判らない 人な どの 所へ 一 一度と ゆく 気はありません。 

リょ うけん 

この 上 わたしが 料簡 を 換えて 外へ 縁づ くなら、 わた 

いたずら 

しのした 事 は みんな 淫奔になります。 わたしの ため わ 

たしの ためと 心配して くださる 両親の 意に 背いて は、 

まこと 

誠に 済まない 事と 思います けれど、 こればかり は 神 

様の 計らいに 任せて 戴きたい、 姉さん どうぞ 堪忍して 

わ 力ま ま 

ください、 わたしの 我儘に は 相違ないで しょうが、 わ 

たし はとうから 覚悟 を きめてい ます。 今 さら どのよう 

わきめ 

な 事が あろうと 脇目 を 振る 気 はな いんです から」 

お 千代 はわけ もな くお とよの ために 泣いて、 真から 

おとよ に 同 11 してし まった。 その 夜の うちにお 千代 は 



いる。 おとよ は 気が引ける わけ もない けれども、 今日 

はまた 何とい われる のかと 思う と 胸が どき まぎして 朝 

ちょうず 

飯に つく 気に もなら ない、 手水 をつ かい 着物 を 着替え 

て、 そのままお 千代が 蚕 籠 を 洗って る 所へ 行こうと す 

ると、 

「おとよ」 

と 呼ぶ の は 母であった。 おとよ は 昨日と やや 同じ 位置 

に 座に つく。 

「おはよう ございます」 

とかす かに 言って、 両親の ことば を まつ。 わが 親な が 

お frl うつむ 

ら顔 見る の も 怖ろ しく、 俯向いて いるので ある。 罪人 



の 聞き 判らない お前ではなかった に、 どうも おれに は 

不思議で なんね い。 おれ は よんべ ちっとも 寝な かつ 

た」 

ザ J う 言 つ て 父 も 思 い 迫った > J とく 眼に 涙 を 浮か ベ た。 

母 はとうから 涙 を 拭うて いる。 おとよ はもと より 苦痛 

に 身 を ささえ かねてい る。 

「それ もこれ もお 前が 心 一 つ を 取り直し さえ すれば、 

おまえの 運 はもち ろん、 家の 面目 も 潰さずに 済む とい 

う もの だ。 省 作と てお 前がなければ またえ い 所へ も 養 

ばんぼう 

子に 行けよう。 万方 都合よ くなる ではない か。 ここ を 

な、 おとよ とくと 聞き 別けて くれ、 理の 解らぬ お前で 



て やった。 

おとよ は どんな 悲しい 事が あっても、 つらい 事が 

あっても、 省 作の 便り を 見、 まれに も 省 作に 逢う こと 

も あれば、 悲しい もつ らい も、 心の底から 消え去る の 

だから、 よそ 目に 見る ほど 泣いて ばかり はいない。 例 

じょ-つず 

の 仕事 上手で 何 をしても 人の 二人前 働いて いる。 

父 は 依然として 朝飯 夕飯の たびに、 あんな やつ を 家 

へ 置いて は、 世間へ 外聞が 悪い、 早く どこかへ 奉公に 

でも やって しまえと いう。 母 は 気の 弱い 人 だから、 心 

におと よ を かわいそうと 思いながら、 夫の いう ことば 

に 表立 つ て 逆らう こと はでき な い。 



つ 出歩く この頃、 蚕 は 二 眠が 起きる、 農事 は 日 を 追う 

て 忙しくなる。 

お 千代が 心 ある 計らいに よって、 おとよ は 一日つ ぶ 

さに 省 作に 逢うて、 将来の 方向に つき 相談 を遂 ぐる 事 

になった。 それ は もちろんお 千代の 夫 も 承知の 上の 事 

である。 

爾来 ことにお とよに 同情 を 寄せた お 千代 は、 実は 相 

談 などい うこと は 第二で、 あま リ 農事の 忙しく ならな 

こいなか のどか むつごと 

いうちに、 玉の緒 かけての 恋 中に、 長閑な 一夜の 睦言 

を 遂げさせたい 親切に ほかならぬ。 

お 千代が 一 緒と いうので 無造作に 両親の 許しが 出る _ 



こごと 

「のろい 足 だな あ」 と 二、 三度 省 作から 小言が 出て、 

午後の 二 時 ごろ 三人 はよう やく 御 蛇 が^へ つ いた。 飽 

き 飽きす る ほど 日の ながい この頃、 物 考えな どして ど 

うかす ると 午前 か 午後 か を 忘れる 事が ある。 まだ 熱さ 

に 苦しむ という ほどに 至らぬ 若葉の 頃 は、 物 参りに は 

最も 愉快な 時で ある。 三人 一緒にな つてから、 おとよ 

も 省 作 も 心の 片方に 落ちつき を 得て、 見る ものが 皆 面 

白くな つてき た。 おのずから 浮き浮き してきた。 目下 

すみ 

の 満足が 楽しく、 遠い 先の 考えな ど は 無意識に 腹の 隅 

へ 片寄せ て 置かれる 事に なった。 

これが 省 作お とよの 二人ば かりであった らば、 こう 



ぶに もよ ろしき 小 湖に 過ぎぬ。 

湖畔の 平地に 三、 四の 草屋が ある。 中に 水に 臨んだ 

しょうろ しょうろ しょうろ こげって い 

一 小廬を 〔# 「 一 小廬 を」 は 底本で は 「 一 小 慮 を 匕 湖月亭 

とうが ね 

という。 求む る 人に は 席 を 貸す の だ。 三人 は 東 金より 

くだもの 

買い 来たれる 菓子 果物な ど 取り広げて 湖面 を ながめつ 

つ 裏な く 語らう ので ある。 

あるじ おきな 

七十ば かりな 主 の 翁 は 若き 男女の ために、 自分が 

この 地 を銃獵 禁制 地に 許可 を 得し 事柄 や、 池の 歴史、 

さて は 鴨獵の 事な ど 話し 聞かせた。 その 中には 面白き 

話 もあった。 

みさお 

「水鳥の たぐいに も 操 というものがあると 見え まし 



て、 雌な り 雄な りが 一 つ とられ ますと、 あとに 残った 

やもめ 鳥でしょう、 ほかの 雌雄が 組 をな して 楽しげに 

さび 

遊んで る 中に、 一 つ 淋しく 片寄って 哀れに 鳴いて るの 

を 見る ことがあります。 そういう ことが おりおり あり 

まして、 ああ あれ はつれ あい を とられた の だな どい う 

ことが すぐ 分ります。 感心な もので ございます」 

この 話 を 聞いて おとよ も 省 作 も 涙の 出 でんば かりに 

たま 

感じた が、 主が 席 を 去る とおと よは 堪 りかね、 省 作と 

自分と の y J の 先に 苦労の 多 か る ベ きを いい 出で て 嘆息 

する。 お 千代 も 省 作に 向って、 

「省さん も 御 承知で はありましょう が、 斎 藤の 一 条か 



しき 問題に 悩みつつ あった 二人が、 その 悩み を 忘れて 

ここに 一夕の 緩和 を 得た。 嵐 を 免れて 港に 入りし 船 

たぎ わず よど 

の ごとく、 激っ 早瀬の 水が、 僅かなる 岩間の 淀みに、 

余裕 を 示す がごと く、 二人 はこ こに 一 夕の 余裕 を 得た。 

おも 

余裕 を もって 満たされ たる 人 は、 想う にかえって 余 

裕の 趣味 を 解せ ぬのであろう。 余裕な き 境遇に ある 人 

が、 僅かに 余裕 を 発見した 時に、 初めて 余裕の 趣味 を 

適切に 感ずる， ，- とがで きる。 

一風呂の 浴み に 二人 は 今日の 疲れ をい やし、 二階の 

ゆうす い 

表に 立って、 別天地の 幽邃に 対した、 温良な 青年 清秀 

な 佳人、 今 は 決して あわれな かわいそうな 二人で はな 



で ま.！ -6 

「出花 を 入れ替えて まいりました、 さあ どうぞ …… 」 

まわ 

「あ、 今お りて 湖水の まわり を 廻って くる」 

「お 二人で いらつ しゃい ますの …… そり やま あ」 

女中 は 茶 を 注ぎながら、 横目 を 働かして、 おとよ の 

かいきう ら 

容姿 をみ る。 おとよ は 女中に は 目 も くれず、 甲斐 絹 裏 

よお リ 

の、 しゃら しゃら する 羽織 をと つて 省 作に 着せる。 省 

へ た ひも 

作が 下手に 羽織の 紐 を 結べば、 おとよ は 物 も 言わない 

で、 その 紐 を 結び 直して やる。 おとよ は 身の こなし、 

しとやかで 品位が ある。 女中 は感に 堪えて か、 お 愛想 

力 

「お羨まし いこと ねい」 



世間が 広くな つたよう な 気がする のね い」 

「そうさ、 今まで はお 互いに 自分で 自分 を もて あつ 

かってい たんだ もの、 それ を 今 は 自分の 事 は 考えない 

で、 何が 面白い の、 かにが 面白い のって、 世間の 物 を 

面白がつ てるんだ もの。 あ、 宿で あかしが 点いた、 お 

とよさん fp^ ごう」 

恋 は 到底 痴な もの、 少し ささえられ ると、 すぐ 死に 

たき 思いになる、 少し 満足 すれば すぐ 総て を 忘れる。 

思慮の ある 見識の ある 人で も 一 度 恋に 陥れば、 痴態 を 

免れ 得ない。 この 夜 二人 はた だ 嬉しくて 面白くて、 将 

来の 話な どし ないで 寝て しまった。 翌朝お 千代が 来た 



お さ 

た 杯 を 抑え、 

きょう 

「時に 今日 上がった の は、 少し 願いが あって 来た わけ 

じ やから、 あんまり 酔わね いうちに 話して しまう ベい。 

ぉッ 母さん、 ぉッ 母さん、 あなたに もこ こさ 来て 聞い 

てて もらべ い、 お 千代さん、 ちょっとお ッ 母さん を 呼 

んで ください」 

じ ぎ 

おとよ の 母 はいろ いろ 御 心配く だすつ てと 辞儀 をし 

て そ Y にす わる。 

そろ 

「御 両人の 子に ついての 話 だから、 御 両人の 揃った 所 

でな けり や 話 はでき ない」 

薊の 話に は 工夫が ある。 男親 一人に がんばらせない 



派な 親の 考えが とおせん から 面目がない。 あなた も 

知っての とおり、 あいつ は 親不孝な 子ではなかった の 

だが の」 

「少し 待って ください。 あなた は 無造作 に It 奔だ の 親 

不孝 だ と言うが、 そこが おれに や、 やっぱり 解ん ねい。 

おとよ さんがな で 親不孝 だ、 おとよ さん は 今でも 親 孝 

行な 人 だ、 私が そういう ばかりで はない、 世間で も そ 

ういって る。 私の 思う にゃあな たが かえって 子に 不孝 

だ」 

わがまま 

「どこまでも 我儘 をと おして 親の いう ことに 逆らう や 

つが 親不孝で ないだ ろか」 



「親の いう ことすな わち 自分の いう こと を、 間違いな 

いものと 目安 をき めて かかる のが そもそも 大間違いの 

もと だ。 親の いう ことに や、 どこまでも 逆らって なら 

こ-つし 

ぬと は、 孔子 さまで もい つてい ないよう だ。 いくら 親 

リ ようけん 

だからと て、 その子の 体まで 親の 料簡 次第にしょう 

という は 無理 じ やねい か、 まして 男女 間の 事 は 親の 威 

光で も 強いられな いものと、 神代の 昔から、 百 里 隔て 

こんにち おきて 

て 立ち話の できる 今日で も 変らぬ 自然の 锭 だ」 

いたずら ごと 

「なによ、 それが 淫奔 事で なけり や、 それでもえ いさ。 

ふらち 

淫奔 をして おつ て 我儘 をと おすの だから 不埒な の だ」 

「まだ あんな 事 を 言つ てる、 理屈 をい う 人に 似合わず 



まいっても、 なるほどそうかと は、 口が 腐っても いえ 

ない 人 だ。 よほど 困った と 見え、 独りで 酒 を 注いで 飲 

ふる さかずき 

む 手が 少し 顫えて る。 まあ 一 つと いって 盃 を 薊に さ 

「そり ゃ土屋 さん、 男女の 関係ち は 見よう によれば、 

みんな 111 奔 だよ、 淫奔で ある もない もた だ 精神の 一 つ 

にある だよ。 表面の 事なん かどうで もえい や、 つまら 

ん 事から 無造作に 料簡 を 動かして、 出たり 引つ こんだ 

りする のか 淫奔の 親方 だよ。 それから 見る とおと よさ 

ん なんか は、 こうと 思い定めた 人の ために、 どこまで 

も 晴 を 立てて、 親に 棄 てられて もとまで 覚悟して るん 
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